


岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 ( 案 ) 


(概要 版 ) 





令 和 2 年 4 月 10 日 
岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 
( 令 和 3 年 1 月 日 改定 ) 





1 基本 的 事項 


画 全 国 的 に 新規 報告 数 が 増加 する 局面 :・「 ス テー ジ 机 」 に 至ら な いよ うに する こと 
田 全 国 的 に 新規 報告 数 が 減少 に 転じ た 場合 : 速やか に 「 ス テー ジ 1 」 に する こと 


画 個 人 の みな ら ず 、 行 政 や 、 団体 、 企業 、 地域 な どの あら ゆる 主体 が 情報 を 共 
有 し 、 感 染 リ スク 低減 の た め の 行 動 を と る こと 
〇 県 民 及 び 岩 手 に 関わ る 全て の 人 が 、 
・ 密 閉 ・ 密 集 ・ 密 接 を 避け 、 マ スク の 着用 や 丁寧 な 手洗 い を 励行 する 
・ ツ ソー シャ ルディ スタ ンス (社会 的 距離 ) を 確保 する 
画 個 人 の 努力 が 実ら ず に 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し た 場合 、 速 や か に それ を 
把握 し 、 治 療 を 行う と と も に 、 感 染 拡 大 を 防ぐ 体制 を 構築 


2 新型 コロ ナウ イル ス 感 楽 症 の 特徴 
画 権 忠 し て も 約 8 割 は 軽症 で 経 包 、 ま た 、 感 染 者 の 約 8 割 は 人 へ の 感染 な し 
画 感 楽 者 が 他人 に 感染 させ る 可能 性 が ある 期間 は 、 発 症 の 2 日 前 か ら 発症 後 7ー10 日 程度 
画 対 症 療法 の 他 、 抗 ウイ ルス 薬 の 投与 等 、 一 定 の 治療 法 が 確立 


3 新型 コロ ナウ イル ス 感 業 症 の 対処 に 関す る 全般 的 な 方 針 


(1) これ まで の 経験 や 様々 な 研究 等 の 知見 を 踏ま そえ 、 より 効果 的 な 感染 防止 策 等 を 講じ て 
いく 。 


(2) 地域 の 感染 状況 や 医療 提供 体制 の 確保 状況 等 を 踏ま そえ な が ら 、 感染 拡大 の 防止 に 取り 
組む と と も に 、 社 会 経済 活動 の 維持 を 図っ て いく 。 そ の 際 、 感 委 状 況 は 地域 に よっ て 異 
な る こと か ら 、 隣 県 な ど 社 会 経済 的 に つなが り の ある 地域 の 感染 状況 に 留意 する 。 

(3) 感染 拡大 を 予防 する 「 新 し い 生 活 様式 」 の 定着 や 「 感 染 リ スク が 高まる 『5 つの 場面 』」 
を 回 避 す る こと 等 を 促す と と も に 、 事 業者 及び 関係 団体 に 対し て 業種 別 ガ イド ライ ン 等 
の 実践 と 科学 的 知見 等 に 基づく 進化 を 促し て いく 。 


(4) 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に つい て の サー ベイ ラン ス 体 制 の 整備 及び 的 確 な 情報 提 
供 ・ 共 有 に より 、 感 数 状況 等 を 継続 的 に 把握 する 。 ま た 、 医 療 提供 体制 の 維持 に 向け て 
万 全 の 準備 を 進め る ほか 、 検 査 機能 の 強化 、 保 健 所 の 体制 強化 及び クラ スタ ー 対 策 の 強 
化 等 に 取り 組む 。 

(5) 的 確 な 感染 防止 策 及び 経済 ・ 雇 用 対策 に より 、 感 数 拡大 の 防止 に 取り 組み な が ら 、 社 
会 経済 活動 の 維持 を 持続 的 に 可能 と し て いく 。 

仮に 、 感 染 の 拡大 が 認め られ た 場合 に は 、 国 と 密接 に 連携 し な が ら 、 よ り 重 点 的 ・ 集 
中 的 な PCR 検 査 の 実施 や 不要 不 急 の 外出 ・ 移 動 の 自粛 、 営 業 時 間 短 縮 要 請 等 を 含め 、 
速やか に 強い 感染 対策 等 を 講じ る 。 


4 実施 体制 
画 「 岩 手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 」 を 設置 し 、 岩 手 県 医師 会 ・ 岩 手 医科 大 学 




















を は じ め と する 医療 関係 団体 や 関係 機関 、 県 民 の 協力 の も と 、 各 種 対策 を 実施 


5 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 実施 に 関す る 重要 事項 


情報 提供 ・ 共 有 


経済 ・ 雇 用 対策 


その 他 重 要 な 留意 事項 





画 県 民 へ の 必要 な 情報 提供 や メッ セー ジ の 発信 、 注 意 喚起 
画 感 染 情 報 等 に つい て 東北 各 県 や 市 町 村 と の 監 密 な 情報 共有 
画 還 や 県 に よる 各種 支援 策 や 相談 窓口 な どの 周知 





画 疑 似 症 患者 の 把握 と 検査 の 実施 
画 検 査 体制 の 充実 と 定期 的 な 結果 の 公表 
画集 団 発生 の 把握 の 強化 


画 外 出 の 自 趙 要請 等 (緊急 事態 措置 を 実施 すべ き 区 域 を は じ め 感 染 が 拡大 
し て いる 地域 、「 三 つの 密 」 の ある 場 な ど ) 

画 催 物 (イベ ント 等 ) の リス ク 対 応 要 請 

画 施 設 等 に お ける 感染 対策 の 徹底 

田 職 場 等 に お ける 感染 拡大 の 防止 (在宅 勤務 や 時 差 通勤 な ど ) 

画 ク ラス ター 対策 の 強化 (専門 家 等 の 派遣 、 保 健 所 の 体制 強化 な ど ) 

軒 公 共 交 通 機関 その 他 の 多数 の 人 が 集まる 施設 に お ける 感染 対策 の 徹底 

画 国 に よる 検疫 の 強化 へ の 協力 


画 笑 療 提供 体制 の 確保 (入院 治療 が 必要 な 患者 へ の 医療 提供 体制 の 確保 、 
外来 診療 ・ 検 査 体制 の 確保 、 医 療 従事 者 や 医療 物資 の 確保 な ど ) 

画 医 療 施 設 や 高齢 者 施設 等 に お ける 院内 ・ 施 設 内 感染 対策 の 徹底 

画 妊 産婦 に 対す る 感染 防止 の 取組 の 推進 

画 小 児 医 療 の 診療 体制 の 整備 推進 

画 外 国人 へ の 適切 な 医療 提供 

画 ワ クチ ン 接 種 体制 の 整備 推進 

画 適 切な 感染 対策 の 下 で の 健康 診断 及び 予防 接種 の 実施 








一 学校 の 行動 基準 や 具体 的 な 感染 症 予防 対策 の 対応 
一 児童 生徒 又は 教職 員 に 感染 の 疑い が 生じ た 場合 に お ける 適切 な 対応 


一 徹底 し た 感染 拡大 防止 を 前 提 と し た 社会 経済 活動 の 回 復 
(事業 者 の 事業 継続 、 雇 用 対策 ・ 就 職 支 援 、 地 域 経済 の 活性 化 ) 
画 国 の 動向 や 県 民生 活 、 県 内 経済 へ の 影響 を 踏ま えた 必要 な 対応 の 検討 

















田 信 見 ・ 差 別 等 へ の 対応 、 社 会 課題 へ の 対応 等 
男物 資 ・ 資 材 等 の 供給 

画 国 、 近 隣県 、 市 町 村 な ど 関 係 機関 と の 連携 の 推進 
画 社 会 機能 の 維持 (公共 サー ビス の 維持 な ど ) 

画 着 実 な 復興 の 推進 




















